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令和8年 1月 2'日
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1 許可申請書づ概要

(1)特定施設設置 (変更)の理由及び内容
株式会社共立メンテナンスは、別府市大字鉄輪風呂ノ木地区において鉄輪ホテルを建設する予

定である。当該ホテルにて設置する特定施設は、ちゆう房施設2箇所、洗たく施設3基、入浴施設 (大

浴場、露天風呂、貸切風呂、客室風呂等)88基である。計画排水量は最大230.6m3/日 である。

特定施設を含む本ホテルのりF水は、暗渠水路へ放流後に平田川を経て別府湾へ至る。

上記計画による特定施設の設置許可申請に伴い、瀬戸内海環境保全特別措置法に基づく事前評

価に関する書面の提出を行うものである。    I                    ｀

(2)排水口におけるりF出水の汚染状態及び量が減少 (変らず)の場合はその理由

2 工場又は事業場からの排水経路並びに工場又は事業場の排水口の位置及び数

(1)排水経路及び排水日の位置

図1、 図2の とおり

(2)排水系統及びつF水経路の略図

図1～図3のとおり



の

内 饉

砂

府

田

|ミ

‐ミ

汐

漁港↓

平

輩

一一　

　

一ぅ

ケ

療

．

―
―

■
―

0     250    500    750   1,000m

N

斡
凡 例

□勿事業計画地

H暗 渠水路

“
排水経路 (平田川 )

● 排水口

図 1 事業計画地位置図及び排水経路図



T,i

|

|

|

一

 ＼
―

― ―

夕iう () クF】 D0

ニニニ
`二
‐・ ffifi王 :

とラタそ1:ri二 :疹・■|

そど善す

り
＼
＼

①

堺

$

らァor】

Ⅲ牽:
も＼

⑦―

〇
◆ κ そぎ摯

1
露

路

ミ

機

．髯

ｎ
ヽ
一
ヽ

イ習

咽

Ｏ
Ｏ
ヾ
め

▽21:

呂|

|

|

いは小日経$2側い、t継自。

~~刊
/100-‐ ―  ― ‐―

◆考断面国

０
０
め
代

y各孝F②

を二a″
1,0。

うるOC
的一
一

蜘一　
鍔一

／々一　
一

′600

140●

900

´ ―
ヽ

F

凡 伊l

――― 上水
‐6-冷水管 く往)

●

冷水管 (運 )
消火栓水管
温水管 (往 )
温水管 (返 )
温泉管 (往 )
温泉管 (返 )
循環温泉管 (往 )
循環温泉管 (返 )
排水管 (浄化槽)
温泉排水管
ろ過水管 (往 )
ろ過水管 (返 )

排水口No l

寄
顔
||
II

一
　

　

　

一

響

密

ワ
臨
％χ

戸要|ことヮな:r→:==ツ宏 150J

皿 FI ノ 】第
ヤ`1~

二 _―
Ш

皿   /

,1● フレ 「■
奮f:j-1

そう:ず鞘

物

嘗密

冷名畠呂手
e

報 鍵醸報路
鎌彎幣 糧司 (仮莉、)烈IFl鉄

'奇

温泉ホテルプロジェクト
こ与名4

4排水 毎生設備 A倣地 ピット平面□
団輌名4〈鞠勲端魃基饉祭蓑西胃私篤ニ

“

ク5.19.17

図2-1 用水・排水等 の経路、排水 日の位 置図 (A棟地下 ピツ ト No,1浄化槽 、排水 日No.1)

M一 P05



ノ900

＼

たれ
(!ナ

一

一

ヽ

ｉ

〔）０
０
「

,

O
/

ヽ
　

　

②

~ ~下
 式

~

わFと
イム畠19事  '6宅

き413゛・123宅

感
　
　
⇔

妻 としオk

2598

1大
工簾 I

凡 例

上水
冷水管 (往 )

冷水管 (返 )
消火栓送水管
温水管 (住 )
温水管 (返 )
温泉管 (住 )
温泉管 (返 )
循環温泉管 (往 )

循環温泉管 (返 )

緋水管 (浄化槽l
温泉排水管
ろ過水管 (住 )
ろ過水管 (還〉

一　

　

　

　

＼

-1
Pるも

千

二154“

|となど′e=:質Fを ・

浄
58磋 /1い 観 8/

百水日清旗驚とする

、ギ彗1坐

3400 1

Ｌ
■

7600｀ ｀ヽ、

6t, う100 II ilFO壁___ F~=~~
十~挙 必Ⅲ Ⅲ

'

、ヽ フ

/

＼
ヽヽ益”̈ド．〔

´
凝
・

一　

　

　

■

一

|

ピ

SCALE 1:ilЮ

薄婁

樹靖散造

０
０
ヽ
い

〔ゝ2)

(H→

０
一
ヽ
０

〇

④ ′

金 Ⅲ

C)L

0′〕

(,や

くf9

'そ此ず
″

てう

Q》  r

〇

夕募/

■,名4   (仮
″′F)別府欽輪温泉ホテルプロジェクト二綸脳謁蔑『癸豊葺療搬料茂鳥

録響報亀司

お排水`毎生識侍 A微地 1踏平面倒
画面名

“

“

26.10.17

Su

/上 / ス“凛に`
どぐ

図 2-2 用水・排水等 の経路 、排水 日の位 置 図 (A棟 lF 上水 引込み )

M一 P06



‐ξl)
|1介 ,t井

↓
′
　

　

鰐
一

ヽ
ィ
一
，

イ

′′′Ｆ
に「ォ
′　／

- 40j39- |ク

_ 十一■
~

排水口No.2

引
′′
′

ア
イ

／
Ｖ
・●一騨 |

t

|

|_

る過

トップ

|

|
筆
子
一や
器
、ば
等

0" Ⅲ襲 __―
ビット

8

|ク if

湯 tテ むり迪 り (

擦曽辱発罹能孫穐て見段もる事 :34::を34器挙lii:耳 囲 参考断種観

「IΥ (イ反称 )別府鉄輪温泉ホテルプロジェクト二爛饒迅駿窪彗漂舞料嘉誌
鎌習幣馳司

十

生
お悌水・毎生設衛 B微賀J Bl階 平面団25,10.17

到
４

１

⑪ 4■
■絲 課‖

凡 例

――― 上水
―壷― 冷水管 (住 )
冷水管 (返 )
消火桂送水管
温水管 (往 )
温水管 (返 )
温泉管 (往 )
温泉管 (返 )
循環温泉管 (佳 )
循環温泉管 (返 )
排水管 (浄化槽)
温泉排水管
ろ過水管 (往 )
ろ過水管 (選 )

図2-3 用水 。JF水等の経路、排水日の位置図 (B椋地下lF No.2浄化槽、上水引込み、排水日No.2)

M― Pll



す
巧(こ Ⅲ

～
モー■

炉
補
』謎
で

ァイウア
ア/イ =

イ
一

′

ィ

ナ

′

イ

＼`
＼、上lbC~
＼ミ1 1生

＼

が
／

ノ
イ〃

転
々
″
壁 /

″

/
/

/ /
, |― タイツ

(46=0れ '】

13λ人 |

／
イ
′
′′
庁
′
′
′

′
′′
′
イ

と点夕t,

C I タイ
(4890ド

／
／
／
く

ヽ
ンクぞ夕,

8760

湯:すむり垂り (

１
／
‐
卜

／

メ

／

／

/

‐

′

―

′

　

‐

Ｉ

‐

，

，

Ｉ

キ

１

１

１

、

憩

苺
ヽ
、
、
＼

'4迎、_声が革

Φ

■ |ヽ

るァ
//ィ

牝イ

ナ

:」
ハ11'

731R⑤

,も 象か
'x'i

挙
【
と
無
聯

○
せ

＞

、

，
‐
　

，　
‐
プ
／
‐

ヽ

、 |

|

ヽ
ヽ
、
小、

祭
将

程
終

℃

気
①

用
ユ●ア__― 一 ‐́=~

キ
キ

モ4,夢ン i翌

フ́
~ヽ

ヒ /

凡 例

上水
冷水管 (住 )

冷水管 (返 )
消火構送水管
温水管 (往 )

温水管 (返 )

温泉管 (往 )
温泉管 (返 )
循環温泉管 (往 )

循環温泉管 (返 )

排水管 (浄化槽)

温泉排水管
ろ過水管 (往 )
ろ過水管 (返 )

ィ(D_
⑤◇

Φ
Ｏ
Ｏ
く

/

／

′
　

　

　

　

ヽ、

k

等ビ場

17含

(イ技称 )月 1府欽1鵞温泉ホテルプロジェクト葛鶴箇慧実登督療舞棚鴨
僚
習幣
『
健司

お排水・毎生設備 B敷魅 1階平固餞
t

25.10.17肇盈霞練
′

図24 用水・排水等の経路、排水 日の位置図 (B棟 lF温泉水引込み )

M一 P12



/日 (28.9m3/日 )
I込 )

(No.3～ No.8,No.11～ No.14)

上水:227m3/日 (22.7m3/日 )

140m3/日 (200m3/日 )～No.8,No.11～ No.14)

平田川 別府湾
一般排水+温泉排水合流380人槽

(水風呂:No.9、 No.10)

浴憎

温泉水

用泉水量78.lm3/日 (92.7m3/日 )

(No.15～ No.21)

上水:6.2m3/日 (6.2m3/日 )

A棟個室風呂:洗い場水
(No.15～ No.21)

上水(A棟引込)

用水量82.4m3/日 (109.Om3/日 ) (No.22～ No.28)

～No 56)

(No.29 56)

No.91～ No.93)

雑排水

B棟容室露天風呂:浴槽

(No.57～ No.90)

(No 57～ No.90)
合併浄化槽(165人槽) 一般排水+温泉〕卜水合流

No.2

雑排水

ご

り乳

'」

一
 上水(A涼引込)
‐  上水(B棟引込)

―
 温泉水

―
 浄化糟排水

一
 温泉排水備考:氷量の個引超常値を、0内 I調乳刈直を示す。

図3 排水系統図



 

 

３ 工場・事業場の各排水口における排出水の汚染状態の通常の値及び最大の値、 

 当該排出水の１日当たりの通常の量及び最大の量並びに当該排出水の汚濁負荷量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
備考：1.通常負荷量(kg/日)＝通常排水量(m3/日)×通常水質(mg/L)×10-3 

2.最大負荷量(kg/日)＝最大排水量(m3/日)×通常水質(mg/L)×10-3 

3.排水口 No.1 の水質欄は、各流入合流後水質の通常値と最大値をそれぞれ記載しているため、各流入から計算した値と整

合しない場合がある。 

 

区分

項目 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大
排出水量
(㎥/日)

57.0 76.0 88.1 94.6 145.1 170.6 145.1 170.6

水素イオン濃度
(－)

5.8～8.6 5.8～8.6 5.8～8.6 5.8～8.6 5.8～8.6 5.8～8.6 － －

生物化学的酸素量
(mg/L)

10 10 20 20 15.5 16.1 2.2 2.6

化学的酸素要求量
(mg/L)

20 20 20 20 20.0 20.0 2.9 3.4

浮遊物質量
(mg/L)

10 10 40 40 26.6 28.2 3.9 4.5

全窒素
(mg/L)

20 20 30 30 25.5 26.1 3.7 4.4

全燐
(mg/L)

2 2 4.5 4.5 3.4 3.5 0.49 0.58

大腸菌数
(CFU/mL)

800
以下

800
以下

800
以下

800
以下

800
以下

800
以下

－ －

排出水量
(㎥/日)

25.4 33.0 18.9 27.0 44.3 60.0 44.3 60.0

水素イオン濃度
(－)

5.8～8.6 5.8～8.6 5.8～8.6 5.8～8.6 5.8～8.6 5.8～8.6 － －

生物化学的酸素量
(mg/L)

10 10 20 20 14.3 14.5 0.63 0.86

化学的酸素要求量
(mg/L)

20 20 20 20 20.0 20.0 0.89 1.2

浮遊物質量
(mg/L)

10 10 40 40 22.8 23.5 1.0 1.4

全窒素
(mg/L)

20 20 30 30 24.3 24.5 1.1 1.5

全燐
(mg/L)

2 2 4.5 4.5 3.1 3.1 0.14 0.19

大腸菌数
(CFU/mL)

800
以下

800
以下

800
以下

800
以下

800
以下

800
以下

－ －

排水口合流後 負荷量

排水口
No.1

排水口
No.2

排水箇所 浄化槽排出
雨水・温泉水
排水

排水口合流前



4 工場又は事業場の排水国の周辺の公共用水域について定められている水質汚濁
に係る環境基準その他水質汚濁に係る環境保全上の目標に関する事項

(1)人の健康の保護に関する環境基準
項    目 基 準 値 項   目 柔 準 値

カドミウム 0,003 mg/L以下 1,1,2-ト リクロロエタン 0,006 m宮 /L彦双¬F

全シアン 検出されないこと トリクロロエチレン 0.01 哩/L以下

鉛 0.01 mg/Lウス¬F テトラクロロ手チレン 0.01 mg/Lウス司F

六価クロム 0.02 mg/L以下 1,3ジクロロプロペン 0.002 mg/L以下

砒素 0,01 mg/L彦ス¬F チウラム 0,006 mg/Lウ択¬ド

総水銀 0.0005 m冨 /Lウス司F シマジン 0,003 mg/L彦大¬F

アルキル水銀 検出されないこと チオベンカルブ 0.02 mg/Lウ大¬F

ポリ塩化 ビフェニル (PCB) 検出されないこと ベンゼン 0.01 m冨 /L以下

ジクロロメタン 0,02 mg/LウスロF セレン 0,01 mF1/L以下

四塩化炭素 0.002 mg/L以下 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 101 mg/Lウス¬F

1,外ジタロロエタン 0.004 m宮/L彦ス¬F ふつ素 0.3 mg/Lウ択¬F

1,トジクロロエチレン 0,1暉/L以下 ほう素 l mg/L以下

シス 1,2ジクロロエチレン 0.04 熙/L以下 1,4ジオキサン 0.05 mg/L以下

1,1,ト トリクロロエタン l mg/Lじ大¬F

備考 :海域については、ふつ素及びほう素の基準値は適用しない。

(2)生活環境の保全に関する環境基準

排 出 先 の 河 川 、 海 域 名
別府湾・別府港水域

別府湾 (イ )、

環 境 基 準 点 BSt-9

環 境 基 準 類 型 B類型 (Ⅱ類型)

基
　
　
準

　

値

Λ

水 素 イ オ ン 濃 度 7,8-8.3

化学 的 酸 素 要 求 量 (mg/L) 3以下

溶 存 酸 素 量 (mg/L) 5以上

全 窒 素 (mg/L) 0.3以上

全 リ ン (mg/L) 0.03以上

大  月易  菌  数 (CFU/100mL)

備考 :環境基準点の位置については図4参照

(3)そ の他の水質汚濁に係る環境保全上の目標

① ダイオキシン類対策特別措置法に基づく環境基準
ダイオキシン類 l pg―TEQ/L

② その他
なし
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５ 周辺公共用水域の水質の現況及び排出水の排出に伴い予測される 

周辺公共用水域の水質の変化の程度 
                                                                            

(1)－１ 周辺公共用水域の水質の現況（河川域） 

1）St.1  

        測定月日 2025年 5月 14日    ～ 2025年 6月 4日（ 2回） 

        測定分析機関名 環境テクノス株式会社 

 

河 川 名 排水口下流暗渠水路開口部 測 定 点 名 St.1 

 

① 水質の現況 

 
採水 

月日 
時 刻 

流 量 

(m3/日) 

ｐＨ 

(－) 

ＢＯＤ 

(mg/L) 

ＣＯＤ 

(mg/L) 

ＳＳ 

(mg/L) 

大腸菌数 

(CFU/100mL) 

Ｔ－Ｎ 

(mg/L) 

Ｔ－Ｐ 

(mg/L) 

ＤＯ 

(mg/L) 

水 
 

質 
 

の 
 

現 
 

況 

5 

月 

14 

日 

9:49 4,234  6.8  4.0  6.3  14  15,000  3.0  0.34  5.8  

13:30 3,888  7.1  3.3  5.7  7  7,600  2.8  0.38  6.2  

14:51 3,802  7.1  1.8  3.3  3  1,700  2.5  0.35  6.1  

平 均 3,974   3.0  5.1  8  8,100  2.8  0.36  6.0  

6 

月 

4 

日 

9:55 5,443  7.0  2.5  3.7  7  1,600  2.7  0.32  6.6  

12:48 3,629  7.2  3.5  4.2  7  8,800  2.7  0.28  6.6  

15:41 3,974  7.1  2.1  4.3  7  1,700  2.5  0.28  6.7  

平 均 4,349   2.7  4.1  7  4,033  2.6  0.29  6.6  

総 平 均 4,200  2.9  4.6  8  6,067  2.7  0.33  6.3  

将 来 水 質   3.5  5.4  8.9  3.9 0.48  

備考：1 欄中の”<”は定量下限値未満であることを示す。 

   2 平均は、”<”表示がある欄を定量下限値とみなして算出した。 

      3 流量の総平均は、有効数字2桁とした。 

      4 調査地点については資料図-1を参照 

 

② 低水量時換算 

項 目 
流 量 

(m3/日) 
ｐＨ 

ＢＯＤ 

(mg/L) 

ＣＯＤ 

(mg/L) 

ＳＳ 

(mg/L) 

大腸菌数 

(CFU/100mL) 

Ｔ－Ｎ 

(mg/L) 

Ｔ－Ｐ 

(mg/L) 

ＤＯ 

(mg/L) 

低 水 流 量 3,700  3.3  5.2  9.1  3.1 0.37  

将 来 水 質   4.0 6.1 10.1  4.4 0.54  

  



 

 

2）St.2 

        測定月日 2025年 5月 14日    ～ 2025年 6月 4日（ 2回） 

        測定分析機関名 環境テクノス株式会社 

 

河 川 名 平田川合流後 測 定 点 名 St.2 

 

② 水質の現況 

 
採水 

月日 
時 刻 

流 量 

(m3/日) 

ｐＨ 

(－) 

ＢＯＤ 

(mg/L) 

ＣＯＤ 

(mg/L) 

ＳＳ 

(mg/L) 

大腸菌数 

(CFU/100mL) 

Ｔ－Ｎ 

(mg/L) 

Ｔ－Ｐ 

(mg/L) 

ＤＯ 

(mg/L) 

水 
 

質 
 

の 
 

現 
 

況 

5 

月 

14 

日 

10:16 27,648  6.9  2.6  3.8  8  5,800  2.3  0.33  8.0  

12:58 24,192  7.0  2.2  3.3  7  7,200  2.1  0.29  7.8  

15:16 25,056 7.2  3.2  4.0  6  5,400  2.5  0.38  7.6  

平 均 25,632  2.7  3.7  7  6,133  2.3  0.33  7.8  

6 

月 

4 

日 

10:44 25,920  7.0  2.2  3.5  8  250  2.0  0.22  7.3  

13:27 25,920  6.8  2.2  3.3  12  4,200  2.2  0.25  7.1  

16:05 25,056  7.0  2.3  3.4  7  200  3.0  0.35  7.0  

平 均 25,632   2.2  3.4  9  1,550  2.4  0.27  7.1  

総 平 均 26,000   2.5  3.6  8  3,842  2.4  0.30 7.5  

将 来 水 質   2.6  3.7  8.2  2.6  0.33   

備考：1 欄中の”<”は定量下限値未満であることを示す。 

      2 流量の総平均は、有効数字2桁とした。 

      3 調査地点については資料図-1を参照 

 

③  低水量時換算 

項 目 
流 量 

(m3/日) 
ｐＨ 

ＢＯＤ 

(mg/L) 

ＣＯＤ 

(mg/L) 

ＳＳ 

(mg/L) 

大腸菌数 

(CFU/100mL) 

Ｔ－Ｎ 

(mg/L) 

Ｔ－Ｐ 

(mg/L) 

ＤＯ 

(mg/L) 

低 水 流 量 23,000  2.8  4.1  9.0   2.7  0.34   

将 来 水 質   2.9 4.3 9.2  2.9 0.37  

 

 
  



 

 

3）St.3 

        測定月日 2025年 5月 14日    ～ 2025年 6月 4日（ 2回） 

        測定分析機関名 環境テクノス株式会社 

 

河 川 名 平田川下流 測 定 点 名 St.3 

 

① 水質の現況 

 
採水 

月日 
時 刻 

流 量 

(m3/日) 

ｐＨ 

(－) 

ＢＯＤ 

(mg/L) 

ＣＯＤ 

(mg/L) 

ＳＳ 

(mg/L) 

大腸菌数 

(CFU/100mL) 

Ｔ－Ｎ 

(mg/L) 

Ｔ－Ｐ 

(mg/L) 

ＤＯ 

(mg/L) 

水 
 

質 
 

の 
 

現 
 

況 

5 

月 

14 

日 

11:01 28,512  7.1  2.3  4.8  9  2,900  2.8  0.44  7.7  

12:23 23,328  7.3  1.6  3.3  7  2,700  2.3  0.30  7.0  

15:48 28,512  7.3  2.3  3.7  10  2,900  2.4  0.34  7.2  

平 均 26,784   2.1  3.9  9  2,833  2.5  0.36  7.3  

6 

月 

4 

日 

11:31 28,512  7.4  1.8  3.1  5  2,100  2.0  0.20  7.5  

14:32 26,784  7.4  2.6  4.4  7  3,800  2.6  0.32  7.2  

16:46 25,056  7.3  1.9  2.5  7  4,300  2.5  0.27  7.0  

平 均 26,784   2.1  3.3  6  3,400  2.4  0.26  7.2  

総 平 均 27,000   2.1  3.6  8  3,117  2.4  0.31  7.3  

将 来 水 質   2.2  3.7  8.1  2.6 0.34  

備考：1 欄中の”<”は定量下限値未満であることを示す。 

      2 流量の総平均は、有効数字2桁とした。 

      3 調査地点については資料図-1を参照 

 

② 低水量時換算 

項 目 
流 量 

(m3/日) 
ｐＨ 

ＢＯＤ 

(mg/L) 

ＣＯＤ 

(mg/L) 

ＳＳ 

(mg/L) 

大腸菌数 

(CFU/100mL) 

Ｔ－Ｎ 

(mg/L) 

Ｔ－Ｐ 

(mg/L) 

ＤＯ 

(mg/L) 

低 水 流 量 24,000  2.4  4.1  9.0   2.7  0.35   

将 来 水 質   2.5  4.3  9.2   2.9 0.38   

 

(2)－１ その他当該水域に関する事項      

 

    特になし 

  



 

 

(3) 予測の方法 

 

①  汚濁負荷量の増加の有無（有・無） 

   （ただし、汚濁負荷量の増加がない場合は②③を省略する） 

 

 ② 排出水の公共用水域での影響範囲 

   （河川域） 

       ・排水口No.1・No.2→暗渠水路→平田川 

 

（仮称）鉄輪ホテルの排水口 No.1 及び排水口 No.2 は、暗渠水路より平田川を経て別府湾へ至

る。 

なお、河川流量が計画排水量より 100 倍以上の 100 倍希釈点は、平田川合流後の約 900m 下流の

地点であった。 

 

 

 

3）予測の手法(河川域) 

 
        S・Q＋（S0・Q0 — S’0・Q’0） 

S’＝                    ･･････････完全混合式 
Q＋（Q0 — Q’0） 

 

ここで、 S’ ：測定点付近で排出水と河川水が十分に混合したと仮定したときの将来水質(mg/L) 

S  ：測定点付近の現況水質(低水流量時)(mg/L) 

Q  ：測定点付近の流量(低水流量時)(m3/日) 

S0 ：新規に増大する排出水を含む、当該特定事業場よりの全排出水の水質の平均値(mg/L) 

Q0 ：新規に増大する排出水を含む、当該特定事業場よりの全排出水量(m3/日) 

S’0 ：現状での当該特定事業場よりの全排出水の水質の平均値(mg/L) 

Q’0 ：現状での当該特定事業場よりの全排出水量(m3/日) 

 

 

 
  



 

 

4）予測結果（河川域） 

 
        S・Q＋（S0・Q0 — S’0・Q’0） 

S’＝              から将来の水質を予測すると 
Q＋（Q0 — Q’0） 

 

① 水質の現況 

 

地点名(St.1 排水口下流暗渠水路開口部) 

 

S’  �BOD�   =   
 2.9 × 4,200 + 15.2 × 230.6 

4,200 + 230.6
      =   3.5 

 

S’  �COD�   =   
 4.6 × 4,200 + 20.0 × 230.6

4,200 + 230.6
       =   5.4 

 

S’  �SS�       =   
     8 × 4,200 +  25.7 × 230.6 

4,200 + 230.6
     =   8.9 

 

S’  �T − N� =   
 2.7 × 4,200 + 25.2 × 230.6

4,200 + 230.6
       =   3.9 

 

S’  �T − P�  =   
 0.33 × 4,200 + 3.3 × 230.6

4,200 + 230.6
      =  0.48 

 
 

地点名(St.2 平田川合流後) 

 

S’  �BOD�   =   
 2.5 × 26,000 + 15.2 × 230.6 

26,000 + 230.6
      =   2.6 

 

S’  �COD�   =   
 3.6 × 26,000 + 20.0 × 230.6 

26,000 + 230.6
      =   3.7 

 

S’  �SS�       =   
    8 × 26,000 + 25.7 × 230.6 

26,000 + 230.6
      =   8.2 

 

S’  �T − N� =   
 2.4 × 26,000 + 25.2 × 230.6 

26,000 + 230.6
    =   2.6 

 

S’  �T − P�  =   
 0.30 × 26,000 + 3.3 × 230.6

26,000 + 230.6
     =  0.33 

 
 

地点名(St.3 平田川下流) 

 

S’  �BOD�   =   
 2.1 × 27,000 + 15.2 × 230.6

27,000 + 230.6
      =   2.2 

 

S’  �COD�   =   
 3.6 × 27,000 + 20.0 × 230.6 

27,000 + 230.6
      =   3.7 

 

S’  �SS�       =   
    8 × 27,000 + 25.7 × 230.6 

27,000 + 230.6
       =   8.1 

 

S’  �T − N� =   
 2.4 × 27,000 + 25.2 × 230.6 

27,000 + 230.6
      =   2.6 

 

S’  �T − P�  =   
 0.31 × 27,000 + 3.3 × 230.6 

27,000 + 230.6
      =  0.34 



 

 

②  低水量時 

 

地点名(St.1 排水口下流暗渠水路) 
 

 

S’  �BOD�   =   
 3.3 × 3,700 + 15.2 × 230.6 

3,700 + 230.6
         =   4.0 

 

S’  �COD�   =   
 5.2 × 3,700 + 20.0 × 230.6 

3,700 + 230.6
          =   6.1 

 

S’  �SS�       =   
  9.1 × 3,700 + 25.7 × 230.6 

3,700 + 230.6
         =   10.1 

 

S’  �T − N� =   
 3.1 × 3,700 + 25.2 × 230.6 

3,700 + 230.6
          =   4.4 

 

S’  �T − P�  =   
 0.37 × 3,700 + 3.3 × 230.6

3,700 + 230.6
          =  0.54 

 

 

地点名(St.2 平田川合流後) 

 

S’  �BOD�   =   
 2.8 × 23,000 + 15.2 × 230.6 

23,000 + 230.6
      =   2.9 

 

S’  �COD�   =   
 4.1 × 23,000 + 20.0 × 230.6 

23,000 + 230.6
      =   4.3 

 

S’  �SS�       =   
  9.0 × 23,000 + 25.7 × 230.6 

23,000 + 230.6
    =   9.2 

 

S’  �T − N� =   
 2.7 × 23,000 + 25.2 × 230.6 

23,000 + 230.6
      =   2.9 

 

S’  �T − P�  =   
 0.34 × 23,000 + 3.3 × 230.6 

23,000 + 230.6
      =  0.37 

 

地点名(St.3 平田川下流) 

 

S’  �BOD�   =   
 2.4 × 24,000 + 15.2 × 230.6

24,000 + 230.6
         =   2.5 

 

S’  �COD�   =   
 4.1 × 24,000 + 20.0 × 230.6 

24,000 + 230.6
        =   4.3 

 

S’  �SS�       =   
  9.0 × 24,000 + 25.7 × 230.6 

24,000 + 230.6
       =   9.2 

 

S’  �T − N� =   
 2.7 × 24,000 + 25.2 × 230.6 

24,000 + 230.6
       =   2.9 

 

S’  �T − P�  =   
 0.35 × 24,000 + 3.3 × 230.6 

24,000 + 230.6
       =   0.38 

 

 

 

 



6 その他当該特定施設の設置等が環境に及ぼす影響についての
事前評価に関し参考となるべき事項

特になし
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資料 1 測定記録等

(1)現況調査地点
(‐2)現況水質結果
(3)測定記録



(1)現 況調査 地点
鉄輪ホテルの排水口No.1は、暗渠水路より平田川を経て別府湾へ至る。

なお、河)|1流量が計画排水量より100倍以上となる 100倍希釈点は、平田川合流後の約 900m下

流の地点であつた。

(2)現況水質結果

1回 目 調査 日 :令和7年 5月 14日 (水曜 日)

大腸菌数
(CFU/100mIコ )

T一 N
(mF:/1フ )

T― P
(m宜 /L)調査地点 採取時刻

水 温

(℃ )

pH
(― )

BOD
(M鷹 /L)

COD
(m富 /L)

DO
(mF【 /L)

SS
(mF【/L)

30 0 3433 3 68 4.0 63 58 14 15,000

35 4 7 1 33 57 62 7 7 600 28 0 38

1,700 25 0 3535 5 7.1 18 33 61 3

68 71 30 51 60 8 8,100 28 0 36

排水 口

下流暗

渠水路

St 1

平均 囲 )

9:49

14:51

13:30

69 26 38 8.0 8 5,800 23 0 3310:16 30 5

33 2 1 0 29

0 38

318

32 0

70

72

22

3,2 40

7.8

76

7

6

7 200

5,400 25

12:58

15:16

27 37 78 7 6,133 23 0 33

平田川

合流後
St.2

平均 (範囲) 69 72

2,900 2:8 0 4411:01 30.6 7 1 23 48 77 1 9

16 33 70 7 2,700 23 0 3012:23 31.2 7.3

23 37 72 1 10 : 2,900 24 0 3415:48 30 8 73

25 0 36平均 (範囲) 7 1 73 21 39 73 9 2,833

平田川

下流
St.3

2 日 7 6 4

調査地点 採取時刻
水温

(qC)

pH
(― )

BOD
(m富 /L)

COD
(m富 /L)

DO
(m富 /L)

SS
(m富/L)

大腸菌数
(CFU/100mL)

T一 N
(皿宜/L)

T一 P
(皿宜/L)

↓lFフk口
下流暗

渠水路

9:55 333 70

12:48 34 2 72
St.1

15:41 36 3 7.1

70 72

25 37 66 7 1 600 27 0 32

35 42 66 7 8 800 27 0 28

21 43 67 7 1,700 25 0 28

27 41 6.6 7 4,033 26 0 29

平田川

合流後

10:44

St.2
13:27

16105

平均 (範囲)

313 7.0 22 3.5 73 8 250 20 0.22

32,1 68 22 33 7 1 12 4,200 22 0 25

31.1 70 23 34 70 7 200 30 0 35

68 70 22 34 7 1 9 1,550 214 0 27

平田川

下流
St.3

11:31 32 1 7.4 1.8 3.1 75 5 2,100 20 0,20

14:32 32 4 26 4.4 7 3,800 26 0 32

16:46 30 2 73 19 2.5 70 7 4,300 2.5 0 27

平均 (範囲): 73 74 21 3.3 72   6 3,400 24 0 26



(3)現 況流量結果

備考 :総平均流量は有効数字 2桁として整理した。

(4)測 定記録
① 測定日時
1回 目 令和 7年 5月 14日
2回 目 令和 7年 6月  4日

8 : 00-17 : 00

8 : 00-17 :00

③ 測定地点
St.l υF水 口下流暗渠水路開口部
St,2 平田川合流後
St,3 平田川下流

③ 試験方法

⑤ 流量測定

流量測定は電磁流速計を用いた区分断面法により実施した。

調査地点 調査 日 調査時夕』
流量(m3/秒 ) 日流量(m3/日 )

総平均流量

(平均)

1回 目 2回 目 3回 目 平均 1回 目 2回 目 3回 目 平均 (m3/日 )

St l
1日 目 5月 14日 0049 0045 0044 0046 4,234 3,888 3,802 3,975

4,200
2日 目 6月 4日 0.063 0042 0046 0050 5,443 3,629 3,974 4,349

St 2
1日 目 5月 14日 032 028 029 030 27,648 24,192 25,056 25,632

26,000
2日 目 6月 4日 030 030 029 030 25,920 25,920 25,056 25,632

St_3
1日 目 5月 14日 033 027 033 031 28,512 23,328 28512 26,784

27,000
2日 目 6月 4日 033 0.31 029 031 28,512 26,784 25,056 26,784

項  目 試 験 方 法

水素イオン濃度 (pH) 」IS K 0102-1 12

生物化学的酸素要求量 (BOD) 」IS K 0102-1 18及び 21.4

化学的酸素要求量 (COD) 」IS K 0102-1 17.2

浮遊物質量 (SS) 環境庁告示第 59号 付表 8

溶存酸素量 (DO) 」IS K 0102-1 21.2

全窒素 (T一N) 」IS K 0102-2 17.5

全リン (T―P) 」IS K 0102-2 18.4.6

大腸菌数 」IS K 0102-5 5.6.2
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(府内大橋 )

大分川

低水流量

実測流量 低水流量

平 田川水系

実測流量
調査地点

4,200 3,689 3,700St.1

26,000 22,835

23,714

23,000

24,000

St.2

St.3

1,210,788 1,063,411

27,000

(5)低水流量換算
① 低水流量への換算

備考■ 平田川の低水流量は不明なため、近隣の大分川の低水流量を参考に、平田川の低水流量を算出した。.

2大分川府内大橋の低水流量は過去 5年間(2019年 ～2023年)の平均値とした。    |
3低水流量は有効数字 2桁で整理した。
4大分川の実測流量は、調査を行つた令和 7年 5月 14日 及び 6月 4日 の調査時間帯流量の平均値を示す。

②実測流量から低水流量への水質濃度スライド

8
m

調査地点 項 目
実測流量濃度

(mg/L)

実狽J流量

(m3/日 )

低水流量

(m3/日 )

低水流量濃度

(mg/L)

St 1

BOD 2。 9

4.6

8

2.7

4,200 3,700

3,3

COD 5,2

SS

T一N

9 1

3。 1

T―P 0.33 0。 37

St。 2

BOD 2.5

26,000 23,000

2.8

COD

SS 8

T一N 2.4 2.7

T一P 0.30 0,34

St.3

BOD

COD

1

6

8

3

27,000 24,000

4.1

9。 0SS

T一N 2,4 2.7

0.35T―P 0.31

備考 :実測流量時濃度は、2日 間にわたる調査結果の総平均を示す。
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濃 度 計 量 証 明 書

櫛依頼先

株式会社 共立メンテナンス 御中  環 境 テ ク ノ ス
北九州市戸畑区中
TEL  093-883-0150

計量証明事業登録

環境計量士 諸藤

発行番号 2504MO18C051401Ea

12号

社

計 量 結 果

発行月日 2025寄二11月  14 日試 料 名 St.11国 目

当 社採 取 者採取月日 2025 年 5 月 14 日

気  温 23.4R9試料区分 環境水採取時間 9 1 49

38,3℃厨青 水 温天  候採取場所

計 量 の 対 象 単 位 計量結果 計 量 方 法 定量下限値

水素イオン濃度 (pH) 6,8(22℃ ) 」IS ( 0102-1(2021) 12

0.5生物化学的酸素要求量 (BOD)

化学的酸索要求量 (COD)

浮遊物質量 (SS)

mg/L 4.0 」IS K 0102-1(2021) 18及 てヽ21 4

mg/L も,3 」IS ( 0102-1(2021) 17.2 0,5

mg/L 14 環境庁告示第59号 (S46)付表8 1

溶存酸素量 (DO) mg/L 5,8 」IS K 0102-1(2021) 21.2 0,5

0,05

0,003

大腸菌数 * CFU/100mと 15000 」IS K 0102-5(2024) 5.6.2

全窒素 wg/L 3.0 JIS K 0102-2(2022) 17.5

全燐 ng/L 0.34 」IS K 0102-2(2022) 18.4,6

以  下 余  白

(備考)*F口は計量法第107条の計量証明対象外
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御依頼先

濃 度 計 量 証 明 書

株式会社 共立メンテナンス 御中  環 境 テ ク ノ ス
北九州市戸畑区中
TEL  093-383-0150

計量証明事業登録

環境計量士 諸藤 進

発行番号 2504M018C051403E c

社

2号

計 量 結 果

発行月日 2025年 11月  14 日試 料 名 St,31回 目

採 取 者 当 社2025年 5月 14 日採取月日

環境水試料区分11 1 01採取時間 22,8R3

30。 6k3

気 温

水 温天  侯 晴採取歩場所

計 量 の 対 象 単 位 計量結果 計 量 方 法 定量下焉長値

水素イオン濃度 (pr) 7.1(22℃〉 ,」IS K 0102-1(2021) 12

生物イ監学的酸素要求量 (30D) mg/L 2.3 」IS K 0102-1(2021)と 8及び214 0.5

化学的酸索要求量 (COD)

浮遊物質量 (SS)

mg/L 4.8 」IS K 0102-1(2021) 17.2 0.5

mg/L 9 環境庁告示第59号 (S46)付表8 1

溶存酸素量 (DO) mg/L 7.7 」IS K 0102-1(2021) 21.2

」IS K 0102-5(2024) 5,6,2

0.5

大月易菌数 * CFU/100mL 2900

全窒素 mg/L 2.8 JIS K 0102-2(2022) 17.5 0.05

全燐 mg/L 0,44 JIS K 0102-2(2022) 18,4.6 0.003

以  下 余  白

(備考)*F口は計量法第107条の計量証明射象外
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濃 度 計 量 証 明 書

御依頼先 発行番号 2504M018C051405Ee

株式会社 共立メンテナンス 御中  環 境 テ ク ノ ス
北九州市戸畑区中
TEL  093-883-0150

計量証明事業登録 濃

環境計量士 諸藤 進

社

計 量 結 果

発行月日 2025年 11月 14厨St,22回 目

当 社採 取 者

試 料 名

採取月 日 2025年 5月 14日

23,ユ℃環境水 気 温試料区分採取時間 12 : 58

31.8℃晴 水  温天   候採取場所

計 量 の 文、す 象 単 位 計量結果 計 量 方 法 定量下限値

水素イオン濃度 (pH) 7.0(2ワ℃) 」IS K 0102-1(2021) と2

生物化学的酸素要求量 (BOD) mg/L 2.2 」IS K 010歩 1(2021)18及び21:4 0.5

化学的酸兼要求量 (COD) ng/L 3.3 JIS K 0102-1(2021) 17.2 0.5

澤遊物質量 (SS) ng/L 7 環境庁告示第59号 (S46)付表8 l

溶存酸素量 (DO) mg/L 718 JIS K 0102-1(2021)21,2 0.5

大腸菌数 * CFU/100mし 7200 」IS K 0102-5(2024)5.6.2

全窒素 mg/L 2.1 」IS K 0102-2(2022) 17.5 0,05

全燐 mg/L 0,29 」IS K 0102 2(2022)18.4.6 0.003

以  下 余  白

(備考)*印は計量法第107条の計量証明姑象外
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御依頼先

濃 度 計 量 証 明 書

株式会社 共立メンテナンス 御中  環

発行番号 2504M018C051407Eg

境 テ ク ノ ス
北九州市戸畑区中
TEL  093-883-0150

計量証明事業登録 12号

環境計量士 諸藤 進

社

計 量 結 果

発行月日試 料 名 St,13回 目

採 取 者 当 社

2025寄三11月  14日

2025年 5月 14日採取月日

24,9℃気 温試料区分 環境水採取時間 14 : 51

水  温 35。 5R3晴天  候採取場所

計 量 の 対 象 単 位 計量結果 計 量 方 法 定量下限値

水素イオン濃度 (p■ ) 7.1(22k3) 」IS K 0102-1(2021) 12

生物化学的酸素要求量 (BOD)

化学的酸素要求量 (COD)

mg/L 1,8 」IS K 0102-1(2021) 18】甦〔丼21.4 0.5

mg/L 3,3 」IS K 0102-1(2021) 17,2 0,5

浮遊物質量 (SS) mg/L 3 環境庁告示第59号 (S46)付表8 1

溶存酸素量 (DO) mg/L 6.1 」IS K 0102-1(2021) 21.2 0.5

大腸菌数 * CFU/100mL 1700 」IS K 0102-5(2024) 5.6.2

全窒素 mg/L 2,5 JIS K 0102-2(2022) 17,5 0.05

全燐 ng/L 0,35 」IS K 0102-2(2022) 18.4.6 0,003

以  下 余  白

(備考)*印は計量法第107条の計量証明対象外
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12号

御依頼先

濃 度 計 量 証 明 書

株式会社 共立メンテナンス 御 中

北九州市戸畑区中
TEL  093-383-0150
計量証明事業登録

環境計量士 諸藤

発行番振}2504M018C051409E i

(

環 境 テ ク ノ ス 社

計 量 結 果

2025年 11月 14日発行月日試 料 名 St.3 3Eヨ ロ

採 取 者 当 社採取月日 2025年 5月 14 日

気  温 25,OR3試料区分 環境水採取時間 15 : 48

30,8℃晴 水  温天  候採取場所

計 量 の 封 象 単 位 計量結果 計 量 方 法 定量下限値

水兼イオン濃度 (p■ ) 7.3(22℃ ) 」IS K 0102-1(2021) 12

生物化学的酸素要求量 (BOD) mg/L 2.3 JIS K 0102-1(2021) 185之 〔卜21.4 0.5

化学的酸索要求量 (COD)

浮遊物質量 (SS)

mg/L 317 JIS K 0102-1(2021) 17.2 0,5

mg/L 10 環境庁告示第59号 (S46)付表8 1

溶存酸素量 (DO) mg/L 7,2 」IS K 0102-1(2021) 21.2 0.5

大腸菌数 * CPU/100mと 2900 」IS K 0102-5(2024) 5.6.2

全窒素 ng/L 2.4 」IS K 0102-2(2022) 17.5 Of 05

0,003全眸 mg/L 0,34 JIS K 0102-2(2022) 18,4,6

以  下 余  白

(備考)ホ Fpは計量法第107条の計量証明紺象外



1/1

御依頼先

濃 度 計 量 証 明 書

株式会社 共立メンテナンス 御中  環 境 テ ク ノ ス
北九州市戸畑区中
TEL  093-383-0150

計量証明事業登録

環境計量士 諸藤 進

発行番号 2504M018C060402 E b

社
　
　
場

計 量 結 果

発行月日 2025年 11月 14 ロ試 料 名 St,21回 目

当 社採 取 者2025年 6月 4 日採取月日

25,7R3環境水 気  温試料区分10 : 44採取時間

水  温 31.3℃天  候 晴採取場所

計 量 の 姑 象 単 位 計量結果 計 量 方 法 定量下限値

水素イオン濃度 (pH) 7.0(22℃ ) JIS K 0102-1(2021) 12

生物化学的酸素要求量 (BOD) ng/と 2,2 」IS K 0102-1(2021) 18,え てゞ21.4 0.5

化学的酸素要求量 (COD) mg/L 3.5 」IS K 0102-1(2021) と7,2 0.5

浮遊物質量 (SS) 1lg/L 8 環境庁告示第59号 (S46)付表8 1

溶存酸素量 (DO) mg/L 7.3 JIS K 0102-1(2021) 21,2 0,5

大腸菌数 * CFU/100mL 250 」IS ( 0102-5(2024) 5.6.2

全窒兼 mg/L 2,0 」IS K 0102-2(2022) 17.5 0.05

0,003全燐 mg/L 0.22 」IS K 0102-2(2022) 18,4.6

余  白以  下

(備考)*印 は計量法第107条の計量証明対象外



1/1

御依頼先

濃 度 計 量 証 明 書

株式会社 共立メンテナンス 御中  環 境 テ ク ノ ス
北九州市戸畑区中
TEL  093-883-0150

計量証明事業登録 濃

環境計量士 諸藤 進

発行番号 2504M018C060404 E d

社

計 量 結 果

発行月日 2025年 11月 14日試 料 名 St,1 2回 目

当 社採 取 者2025年 6月 4 日採取月日

気  温 28.3貿3試料区分 環境水採取時間 12 : 48

34.2℃阿青 水  温天  候採取場所

計 量 の 対 象 単 位 計量結果 計 量 方 法 定量下限値

水兼イオン濃度 (pH) 7.2(22℃ ) 」IS K 0102-1(2021) 12

生物化学的酸素要求量 (BOD) mg/L 3.5 」IS K 0102-1(2021) 18汲  〔ド21.4 0.5

化学的酸素要求量 (COD) ng/L 4.2 JIS K 0102-1(2021) 17.2 0.5

浮遊物質量 (SS) 船g/L 7 環党庁告示第59号 (S46)付表8 1

溶存酸素量 (DO) mg/L 6.6 」IS K 0102-1(2021) 21.2 0.5

大腸菌数 * CPU/100mと 8800 」IS K 0102-5(2024) 5.6.2

全窒素 ng/L 2,7 」IS K O102-2(20,2) 17.5 0,05

全燐 mg/と 0.28 」IS K 0102-2(2022) 13.4.6 0,003

以  下 余  白

(備考)*印は計量法第107条 の計量証明対象外
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濃 度 計 量 証 明 書

御依頼先 発行番号 2504M018C060406E f

株式会社 共立メンテナンス 御中  環 境 テ ク テ ス
北九州市戸畑区中
TEL  093-383-0150

計量証明事業登録 濃

環境計量士 諸藤 進

社

計 量 結 果

2025年 11月 14日発行月日試 料 名 St,32回 目

当 社採 取 者2025年二6月 4 日採取月日

29,7℃環境水 気  温試料区分14 : 32採取時間

32,4℃水  温天  侯 購採取場所

ギ

計 量 の 対 象 単 位 計量結果 計 量 方 法 定量下限値

水素イオン濃度 (pH) 7,4(21℃ ) 」IS K 0102-1(2021) 12

生物化学的酸素要求量 (BOD) ng/L 2,6 」IS K 0102-1(2021) 18及 てヽ21.4 0,5

0.5
化学的酸素要求量 (COD) 耐g/L 4.4 」IS K 0102-1(2021) 17.2

浮遊物質量 (SS) ng/L 7 環境庁告示第59号 (S46)付表8 1

溶存駿素量 (DO) mg/L 7.2 」IS K 0102-1(2021) 21,2 0.5

大腸菌数 *

全窒素

CFU/100mL 3800 」IS K 0102-5(2024) 5,6.2

ng/L 2.6 」IS K 0102-2(2022) 17.5 0,05

全燐 mg/L 0.32 JIS K 0102-2(2022) 18.4.6 0.003

以  下 余  白

(備考)*印は計量法第107条の計量証明姑象外
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御依頼先

濃 度 計 量 証 明 書

株式会社 共立メンテナンス 御中  環 境 テ ク ノ ス
北九州市戸畑区中
TEL  093-388-0150

計量証明事業登録

環境計量士 諸藤 進一

発行番号 2504M018C060408Eh

社

計 量 結 果

2025年 11月 14日発行月日St.23回 目試 料 名

採 取 者 当 社2025年 6月 4日採取月日

26,3℃環境水 気  温試料区分採取時間 16 : 05

水  温 3と ,1℃天  候 晴採取場所

計 量 の 紺 象 単 位 計量結果 計 量 方 法 定量下限値

水索イオン濃度 (pH) 7,0(21℃ ) JIS K 0102-1(2021) と2

生物化学的酸素要求量 (BOD) mg/L 2,3 」IS K 0102-1(2021) 18あ 1〔バ21.4 0,5

化学的酸素要求量 (COD) mg/L 3,4 」IS K 0102-1(2021) 17.2 0,5

浮遊物質量 (SS) ng/と 7 環境庁告示第59号 (S46)付表8 1

溶存酸素量 (DO) mg/L 7.9 JIS K 0102-1(2021) 21.2 0.5

大腸菌数 * CFU/100mL 200 JIS K 0102-5(2024) 5.6.2

全窒素 mg/L 3,0 JIS K 0102-2(2022) 17.5 0.05

全鱗 ng/L 0.35 JIS K 0102-2(2022) 18.4.6 0,003

以  下 余  白

(備考)*F「は計量法第107条の計量証明姑象外



資料 3 流量観測野帳



様式2の 1の 2(流 量観測野帳)

観測所記号

観 測 作 業

流    返

観測値 (m/s)

平均

1 145

1 191

1 181

1 147

1 02

第2回

1 146

1 197

1 179

1 147

1 022

第 1回

1_143

1,186

1 la2

1 147

1 021

器深 (m)

0 02

0 02

0 02

0 02

0 02

水 深 (ml

平均

0 00

0 04

0 04

0 04

0 04

0:04

0 04

0 04

0 04

0_04

0,04

種別

復

0_00

0,04

0 04

0 04

0 04

0 04

0 04

0 04

0 04

0 04

0 04

サイクル

1回 目

往

0 00

0 04

0 04

0_04

0 04

0 04

0 04

0_04

0 04

0 04

0 04

左右岸か ら
の距自催(m)

0.00

0 10

0 20

0,30

0 40

0 50

0 60

0 70

0 85

1 00

1 15

観 Btl所名

St l

測線番号

1

2

3

4

5

7

3

9

10

11

1

2025年 5月 14日

久田見

嵯峨山

晴

9:49

9:55

第一

No

ViN士

(豆)・ワイヤー・重し

舟・橋 ②

久 田見

0 049

0 044

11

備考

測定

記帳

基準

観 測 番 号

観測年月 日

観測者

天候

風 向

風カ

始 め

終 り

平均

始 め

終 り

平均

流 速 計 型 式

検  定  式

使 用 方 法

計 算

再計算

全流量 (m3/s)

全断面積 (m2)

平均流速 (m/s)

気

象

観測時間

(時分 )

水位

(m)

計算者

器

械

計

算
結

果

計 算 過 程

流畳
(m3/s)

0 0069

0 0095

0 0094

0 011

0 012

合計

(l12)

0_0060

0 0080

0 0080

0 010

0 012

区分
断面

(m2)

0 0020

0 0040

0 0040

0 0040

0 0040

0 0040

0 0040

0 0060

0 0060

0 0060

断  面

区分巾

(m)

0 10

0 10

0 10

0 10

0 10

0 10

0 10

l1 15

0 15

0 15

平均

水深

(m)

0 020

0 040

0 040

0 040

0 040

0 040

0 040

0 040

0 040

0 040

流  速

測線平
均流速

(m/s)

1 145

1191

1 181

1 147

1 022

点流速
(m/s)

1 145

1 191

1 181

1 147

1.022



様式2の 1の 2(流 量毎l ttl野帳)

観測所記号

測   作   業
流   速

観測値 (m/s)

平均

1 092

1 102

1 084

1 019

0 814

第2回

1 094

1 102

1 084

1 021

0 815

第1回

1 090

1 101

1 033

1 017

0 813

器深 (m)

0 02

0 02

0 02

0 02

0 02

水 深 (m)

平均

0 00

0 04

0 04

0.04

0 04

0 04

0.04

0 04

0 04

0 04

0.04

種別

復

0_00

0 04

0 04

0 04

0_04

0 04

0 04

0 04

0 04

0 04

0 04

サイクル

8回 日

往

000

0 04

0 04

0_04

0 04

0 04

0,04

0 04

0 04

0 04

0 04

左右岸か ら
の距離 (m)

0 00

0 10

0 20

0 30

0 40

0 50

0 60

0 70

0.85

1 00

1 15

観測所名

St i

測線番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

1

2025年 5月 14日

久田見

嵯峨山

晴

15:00

15:15

第一

No

V=N士

(豆)フイヤー・重し

舟・橋篭翌》
久日見

0 044

0 044

1.0

備考

測 定

記帳

基準

観 測 番 号

観測年月 日

観測者

天候

風 向

風力

始 め

終 り

平均

始 め

終 り

平均

流 速 計 型 式

険  定  式

随 用 方 法

計 算

再計算

全流量 (m3/s)

全断面積 (m2)

平均流速 (m/s)

気

象

観測時間

(時分 )

水位
(m)

計算者

器

械

計

算
結

果

計 算 過 程

流目:
(m3/s)

0 0066

0 0088

0 0087

0 010

0 010

断 面 ′口l

合計

(m2)

0 0060

0 0080

0_0080

0010

0 012

区分
断面

(m2)

0 0020

0 0040

0 0040

0 0040

0 0040

0 0040

0 0040

0 0060

0 0060

0 0060

区分巾

(m)

0 10

0 10

0 10

0 10

0.10

0 10

0 10

0 15

0 15

0 15

平均
水深

(m)

0 020

0 040

0 040

0 040

0 040

0 040

0 040

0 040

0 040

0 040

流   速

測線平
均流速
(m/s)

1 092

1 102

1 084

1 019

0 814

点流速
(m/s)

1 092

1 102

1 084

1 019

0814



様式 2の 1の 2(流 量観測野帳 )

号

流   速

観測値 (m/s)

平均

1 772

1 723

1 331

1 50

1 27

第2回

1 757

1 719

1 339

1_502

1 274

第1回

1 786

1 726

1 323

1 502

1 265

器深 (m)

0 05

0 05

0 03

0 04

0 04

水 深 (m)

平均

0 07

0 08

0 08

0.08

0 05

0 05

0_06

0 06

0 07

0 06

0 06

種 別

復

0 07

0.08

0,08

0 08

0_05

0.05

0 06

0 06

0 07

0 06

0 06

サイクル

2回 目

往

0 07

0 08

0.08

0 08

0 05

0,05

006

0 06

0 07

0 06

0 06

左右岸から
の距離 (m)

0 00

0 30

0_60

0 90

1 20

1 50

1 80

2 10

2 40

2_55

2 70

St 2

(平 田川川合流後 )

測線番号

1

2

3

4

6

7

8

11

1

2025年 5月 14日

久岡見

嵯峨山

晴

13:00

13:15

第■

No

VN±

③ リイヤー・重 し

舟・橋篭豆》

久田見

0 28

0 20,

14

備考

測定

記帳

基禁

観 測 番 号

観測年月 日

観測者

天候

風 向

風 力

始 め

終 り

平均

始 め

終 り

平均

流 速 計 型 式

険  定  式

度 用 方 法

計 算

再計算

全流量 (m3/s)

全断面積 (m2)

平均流速 (m/s)

気

象

観浪l時間

(時分 )

水位

(dl)

計算者

器

械

計

算
結

果

流量
(m3/s)

0 083

0 076

0 043

0 057

0_024

断 面 積

合計

(m2)

0 047

0 044

0 032

0 038

0 019

区分
断面

(m2)

0 023

0 924

0 024

0 020

0 015

0.017

0 018

0 020

0_010

0 0090

「
メ分巾

(m)

0 30

0 30

0_30

0 30

0 30

0 30

0.30

0 30

0 15

0 15

平均
水深

(m)

0 075

0 030

0 080

0 065

0 050

0 055

0 060

0 065

0 065

0 060

流   速

測線平
均流速
(m/s)

1 772

1 723

1 331

1 502

1 270

点流速
(m/色 )

1 772

1 723

1 331

1 502

1 270



様式 2の 1の 2(流 量観測野帳 )

観測所記号種別サイクル

1回 目

観測所名

｀    St 3

観 311作 業

流    遮

観測値 (m/s)

平均

0918

1_102

1 059

0_865

0 720

第2回

09H

1 106

1 080

0 867

0 722

第 1回

0 924

1 097

1 037

0 862

0 718

器深 (m)

0 07

0 07

0 05

0 05

0,05

水 深 (m)

平均

0 10

011

0 11

0 12

0 09

0 08

0 07

0 08

0.07

0_08

0 00

復

0 10

0 11

011

0 12

0 09

0 08

0 07

0.08

0 07

0 08

0.07

往

0 10

011

0 11

0.12

0 09

0 08

0 07

0 03

0 07

0 08

0 07

左右岸か ら
の距離 (m)

0,00

0 40

0 80

1 20

1_60

2 00

2 40

2 80

3 20

3 60

3,75

測線番号

1

2

3

4

5

6

7

9

10

11

1

2025年 5月 14日

久田見

.嵯峨山

晴

11:00

11■ 5

第一

NO

V=Nと

(コ>ワイ十・重し
舟・橋《豆》

久田見

0 33

0 34

0 97

備考

測定

記帳

基 準

観 測 番 号

観測年月 日

観測者

天候

風向

風力

始 め

終 り

平均

始 め

終 り

平均

流 速 計 型 式

佼  定  式

使 用 方 法

計 算

再計算

全流量 (n3/s)

全断面積 (m2)

平均流速 (m/s)

気

象

観測時間

(時分 )

水位
(m)

計算者

器

械

計

算
結

果

計 算 過 程

流量
(m3/s)

0 081

0 10

0 068

0 052

0_026

断 面 積

合計

(m2)

0 088

0 092

0 064

0_060

0 036

区分
断面

(m2)

0 044

0 044

0 048

0 044

0 034

0 030

0 030

0 030

0 030

0 0060

区分巾

(m)

0 40

0 40

0 40

0 40

0 40

0 40

0 40

0 40

0 40

0 15

平均

水深

(m)

011

011

0 12

0 11

0 085

0 075

0 075

0 075

0 075

0 040

流   速

測線平
均流速
(m/s)

0918

1 102

1 059

0 865

0 720

点流速
(m/s)

0 918

1 102

1 059

0,865

0 720



喧

様式2の 1の 2(流 量観測野帳)

悟l測所記号

F  葉

流   速

観測値 (m/s)

平均

0 919

1 092

1 050

0 914

0 716

第2回

0918

1 093

1 052

0 912

0 718

第 1回

0 920

1 091

1 048

0916

0 714

器深 (m)

0 07

0 07

0 05

0 05

0 06

水 深 (m)

平均

011

0 11

0.10

0.12

0 10

0,08

0 07

0 09

0 07

0 10

0 00

種 別

復

0_11

011

0 10

0 12

0.10

0 08

0 07

0 09

0 07

0_10

0 05

サイクル

3回 日

往

011

011

0 10

0 12

0 10

0 08

0 07

0 09

0 07

0 10

0 05

左右岸から
の距離 l血 )

0 00

0 40

0 80

1 20

1 60

2 00

2 40

2 80

3 20

3 60

3 75

観測所名

St.3

測/凍番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

1

2025年 5月 14日

久側見

嵯峨山

晴

15:55

16:10

第一

No

V=N士

ワイヤー・重 し

舟・橋 ◎

久田見

0 33

0 35

0 94

,簿考

測定

記帳

基準

観 測 番 号

観測年月日

観測者

天候

風 向

風カ

始 め

終 り

平均

始 め

終 り

平均

流 速 計 型 式

険  定  式

随 用 方 法

計 算

再計算

全流畳(H3/s)

全断面積 (m2)

平均流速km/s)

気

象

観dl時間
(時分 )

水位

(m)

計算者

器

核

計
算
結
果

計

流量
(n3/s)

0 081

0 096

0 069

0 058

0.030

断  面 積

合計
(m2)

0 088

0 088

0 066

0 064

0 042

区分
断面

(m2)

0 044

0 044

0 044

0 044

0 036

0 030

O 032

0 032

0 034

0 0075

区分巾

(m)

0 40

0 40

0 40

0 40

0 40

0 40

0 40

0 40

0 40

0 15

平均

水深

(m)

011

0 11

011

0 11

0 090

0 075

0 080

0 080

0 085

0 050

積l線平
均流速
(m/s)

0_919

1 092

1 050

0 914

0 716

点流速
(m/s)

0 919

1 092

1 050

0914

0 716



様式 2の 1の 2(流 量観測野中k)

観測所記 号種 別サイクル

2回 目

観狽l所名

St l

観 測 作 業

流    返

観測値 (m/s)

平均

0 872

0 934

1 075

1 085

0 902

第2回
′`

0 873

0 933

1 078

1 088

0 898

第 1回

0 871

0 934

1 072

1 082

0 905

器深 (m)

0 02

0 02

0 02

0 02

0 02

水  深 (m)

平均

0 00

0_04

0,04

0 03

0 04

0 03

0 03

0,04

0 05

0 04

0 04

復 七

0 00

0 04

0 04

0 03

0,04

0 03

0 03

0 04

0 05

0 04

0 04

往

0 00

0,04

0.04

0_03

0_04

0 03

0,03

0 04

0 05

0_04

0 04

左右岸から
の距離 (m)

0 00

0 10

0 20

0 30

0 40

0 50

0 60

0,70

0 85

1 00

1 15

測線番号

1

2

4

5

7

9

10

11

1

2025年6月 4日

村 田

嵯蛾山

快晴

k2:58

13:10

第一

No

V=N士

(豆)・フイヤー・重し

舟・橋篭豆》

久田見

0 042

0 043

0 98

臓考

測 定

記帳

基準

観 測 番 号

観測年月 日

観測者

天候

風 向

風カ

始 め

終 り

平均

始 め

終 り

平均

流 速 計 型 式

険  定  式

1吏 用 方 法

計 算

再計算

全流盈 (m3/s)

全断面積 (m2)

平均流速 (m/s)

気

象

観測時間
(時分)

水位

(m)

計算者

器

械

計

算
結

果

計 算 過 程

流逮
(■3/s)

0 0052

0 0065

0 0070

0011

0 012

合計

(Ш2)

0 0060

0 0070

0 0065

0 010

0 013

区分
断面

(m2)

0 0020

0 0040

0 0035

0 0038

0 0035

0 0030

0 0035

0 0068

0ゎ 0068

0 0060

断  面

区分中

(m)

0 10

0 10

0 10

0 10

0 10

0 10

0 10

015

0 15

0!15

平均
水深

(m)

0 020

0 040

0 035

0 035

0 03S

0 030

0 035

0 045

0 045

0 040

流  速

測線平
均流速
(m/s)

0 872

0 934

1 075

1 085

0 902

点流速
(m/s)

0 872

0 934

1 075

1 085

0 902



様式2の 1の 2(流 量観測野帳)

流    速

観測値 (m/s)

平均

1 210

1 542

1 827

2 106

1.342

第2回

1.210

1 548

1 825

2 106

1.839

第 1回

1 210

1 536

1 828

2 105

1_345

器深 (m)

0 05

0 04

0 04

0 04

0 03

水  深 (m)

平均

0 05

0 08

0 06

0 06

0 06

0 06

0 07

0.07

0 06

0 05

0.05

種 別

観   測

復

0,05

0_08

0.06

0 06

006

0 06

0 07

0 07

0 06

0 05

0 05

サイクル

1回 日

往

0 05

0 08

0 06

0.06

0_06

0 06

0 07

0 07

0.06

0 05

0 05

左右岸か ら
の距離 (m)

0 00

0 30

0 60

0 90

1 20

1_50

1 80

2 10

2 40

2 60

2_77

編l測所才,

St 2

ィ負l線番号

1

3

4

5

6

7

8

9

10

11

1

2025年 6月 4日

村田

嵯峨山

快晴

10:45

10:59

第一

No

V=N±

(】ヌ ワイ十・重 し

舟・橋牽整p

久田見

0 30

0 18

17

備考

測定

記帳

基 l学

観 損l番 号

観測年月 日

観涙J者

天候

風 向

風カ

始 め

終 り

平均

始 め

終 り

平均

流 速 計 型 式

検  定  式

使 用 方 法

計 算

再計算

全流最 (m3/s)

全断面積 (m2)

平均流速 (m/s)

気

象

観測時間

(時分 )

水位

(m)

計算者

器

械

計

算
結

果

計   算

流量
(m3/s)

0 050

0 056

0 069

0 086

0 037

断 面 積

合計

(m2)

0 041

0 036

0 038

0 041

0 020

区分
断面

(m2)

0 020

0 021

0018

0 018

0 018

0 020

0 021

0 020

00H

0 0085

区分巾

(m)

0 30

0 30

0 30

0 30

0 30

0 30

0 30

0 30

0 20

0 17

平均
水深

(m)

0 065

0 070

0 060

0 060

0 060

0 065

0 070

0 065

0 055

0 050

流

測線平
均流速
(m/s)

1 210

1 542

1 827

2 106

1 842

点流速
(m/s)

1 210

1 542

1 827

2 106

1 842



様式 2の 1の 2(流 量観測野帳 )

観測所記 号

観 31作 業

流   速

観測値 (m/s)

平均

1,314

1 548

1 886

1 835

1 881

第2回

1 316

1 547

1 889

1 832

1 882

第1回

1 312

1 549

1 883

1 837

1 880

器深 (m)

0 05

0 04

0 04

0 04

0 03

水 深 (m)

平均

0.05

0 08

0 06

0.06

006

0 06

0 07

0 06

0 06

0 05

0 05

種 別

復

0 05

0 08

0 06

0 06

0 06

0 06

0 07

0 06

0 06

0 05

0 05

サイクル

3回 日

往

0 05

0.08

0 06

0 06

0 06

0 06

0 07

0 06

α06

0_05

0.05

左右岸か ら
の距離 (m)

0 00

0 30

0 60

0 90

1 20

1 50

1 80

2 10

2 40

2 60

2_77

観測所名

St 2

測線番号

1

2

3

4

5

6

7

8

10

11

デ

1

2025年 6月 4日

村田

嵯峨山

快晴

16!09

16:30

第一

No

V=N±

①
・フイヤー・重 し

舟・橋⑮

久 田見

0 29

0 17

17

,篇考

測定

記帳

基準

観 測 番 号

観測年月日

観測者

天候

風 向

風カ

始 め

終 り

平均

始 め

終 り

平均

流 速 計 型 式

検  定  式

使 用 方 法

計 算

再計算

全流最 (m3/s)

全断面′口l(m2)

平均硫速 (m/s)

気

象

観測時間

(時分 )

水位
(m)

計算者

器

械

計

算

結

果

計 多年 過 程

流量
(m3/s)

0 054

0 056

0 072

0 070

0 038

断 面 積

合計

(m2)

0 041

0 036

0,038

0 038

0_020

区分
断面

(m2)

0 020

0 021

0 018

0 018

0018

0 020

0 020

0018

00H

0 0085

区分巾
(m)

0 80

0 30

0 30

0 30

0 30

0 30

0 30

0 30

0 20

0 17

平均

水深

(m)

0 065

0 070

0 060

0 060

O 060

0 065

0 065

0 060

0 055

0_050

流   速

測線平
均流速
(m/s)

1 314

1 548

1 886

1 835

1831

点流速
(m/s)

1 314

1 548

1 886

1 835

1 881



「

様式2の 1の 2(流 量観測野帳)

観測所記 号

菜

流   速

観測値 (m/s)

平均

0,745

0 976

1_216

1.218

1 154

第2回

0 740

0 977

1 215

1 210

1 154

第 1回

0 750

0 974

1 216

1 217

1 154

器深 (m)

0 04

0 04

0 05

0 05

0 07

水 深 (m)

平均

0_06

0 07

0 06

0.07

0 07

0 08

0 08

0 08

0 11

0 12

0_00

種据1

Ш

復

0 06

0 07

0.06

0 07

0 07

0_08

0 08

0 08

0_11

0 12

011

サイクル

2回 日

往

0 06

0:07

0 06

0.07

0 07

0 08

0 08

0 08

011

0.12

0,11

左右岸か ら
の距離 (m)

0 00

0 40

0 80

1 20

1 60

2.00

2 40

2 80

3 20

3_50

3 75

召l測所名

St 3

測線番号

1

2

3

4

5

6

7

8

10

11

1

2025年 6月 4日

村 田

嵯峨山

快晴

14:37

15:02

第一

No

V=N士

(Ξニジ・アイヤー・重し
舟・橋篭豆》

久田見

0 31

0 29

1.1

備考

測定

記帳

基準

観 測 番 号

観測年月 日

観測者

天候

風 向

風力

始 め

終 り

平均

夕合め

終 り

平均

流 速 計 型 式

検  定  式

l吏 用 方 法

計 算

再計算

全流量 (m3/s)

全断面積 (m2)

平均流速 (m/s)

気

象

観測l時間

(時分 )

水位
(m)

計算者

器

械

計

算
結

果

計 算 過 程

流螢
(m3/s)

0 039

0 053

0 075

0.085

0 059

断 面 積

合計

(m2)

0 052

0 054

0 062

0 070

0 051

区分
断面

(m2)

0 026

0 026

0 026

0 028

0_030

0 032

0 032

0 038

0 036

0 015

区分巾
(m)

0 40

0 40

0 40

0 40

0 40

0 40

0 40

0 40

0 30

0 25

平均
水深

(m)

0 065

0 065

0 065

0 070

0.075

0 080

0 080

0 095

0 12

0 060

流   速

損l線平
均流速
(m/s)

0 745

0 976

1 216

1 218

1 154

点流速
(m/s)

0 745

0.976

1 216

1 218

1 154



資料 4 写真票



瀬戸内海環境保全特別

措置法に係る事前評価

St.1

1回 目

試料採取

令和7年 5月 14日

瀬戸内海環境保全特別
措置法に係る事前評価

St.1

1回 目

流量観測

令和7年 5月 14日

瀬戸内海環境保全特別
措置法に係る事前評価
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令澪R7年 5月 14日  |
弯境テクノス株式会社

輻難翻縮!留幣臨
・

餌晩甘急,す,鞘 li,討】霊1(St 2)
1回目

St.2

1回 目

試料採取

令和7年 5月 14日



瀬戸内海環境保全特別

措置法に係る事前評価

St。 1

2回 目

試料採取

令和7年 5月 14日

瀬戸内海環境保全特別
措置法に係る事前評価

St.1

2回 目

流量観測

令和7年 5月 14日

瀬戸内海環境保全特別
措置法に係る事前評価

St 2

2回 目

試料採取

令和7年 5月 14日



瀬戸内海環境保全特別
措置法に係る事前評価 J

St,1

3回 目

試料採取

令和7年 5月 14日

瀬戸内海環境保全特別
措置法に係る事前評価

St.1

3回 目

流量観測

令和7年 5月 14日

瀬戸内海環境保全特別
措置法に係る事前評価

St.2

3回 目

試料採取

令和7年 5月 14日



瀬戸内海環境保全特別

措置法に係る事前評価
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',和 /年 6114日

St.1

1回 目

試料採取

令和7年 6月 4日

瀬戸内海環境保全特別
措置法に係る事前評価

St l

1回 目

流量観測

令和7年 6月 4日

瀬戸内海環境保全特別
措置法に係る事前評価

St.2

1回 目

試料採取

令和7年 6月 4日



瀬戸肉海環境保全特別
措置法に係る事前評価

St.1

2回 目

試料採取

令和7年 6月 4日

瀬戸内海環境保全特別
措置法に係る事前評価

St.1

2回 目

流量観測

令和7年 6月 4日

瀬戸内海環境保全特別
措置法に係る事前評価

St.2

2回 目

試料採取

令和7年 6月 4日



瀬戸内海環境保全特別
措置法に係る事前評価

St.1

3回 目

試料採取

令和7年 6月 4日

瀬戸内海環境保全特別
措置法に係る事前評価
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St.1

3回 目

流量観測

令和7年 6月 4日

瀬戸内海環境保全特別
措置法に係る事前評価
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St.2

3回 目

流量観測

令和7年 6月 4日


